
秋口の跛行に注意を！

生産本部　 指導部　 営農指導課　 鶴田　 優貴　

　 10月になり 、 過ごし やすい季節になり ま し た。  

　 し かし 、 乳量や餌食いが増えてき たが跛行を示

し ている 牛が多く なったなと 思う こ と はあり ま せ

んか？

　 ま た、 秋口に削蹄を行う と 蹄病に罹患し ている

牛が多かったり し ま せんか？

　 秋口になる と 、 夏場の暑熱ス ト レ ス が原因で跛

行を示す牛が多く なり ま す。

　

秋口の跛行の要因は主に３ つあり ま す。

　

１ ． 暑熱スト レ スにより 起立時間が長く なるため

　 起立時間が長く なると 、 肢に負担がかかり 蹄の

角質のケラ チン合成過程に影響を 与え、 病変が形

成さ れていき ます。

２ ． 蹄がスラ リ ー状の糞尿に長く さ ら さ れるため

　 飼槽通路や水槽の周り などは柔い糞尿が堆積し

やすく 、 蹄が長時間触れる こ と によ っ て角質性の

蹄病が発生し やすく なり ます。

３ ． ルーメ ン アシド ーシスによる も の

　 餌食いの減少によ り 、 粗飼料の採食量不足や選

び食いによ る 粗濃比のバラ ン ス が崩れルーメ ン

p Hが酸性に傾き ます。

　 ま た、 秋口に多い蹄病と し ては蹄底潰瘍、 趾皮

膚炎、 蹄葉炎、 白帯病が多いです。

　 蹄病によ る 跛行は乳房炎、 繁殖障害に続く 経済

損失の大き い疾病です。 蹄病によ る 損失は、 乳量

低下、 繁殖成績低下、 淘汰率上昇と 大き い損失に

なり ま すので、 蹄病によ る 跛行を示す牛を早期発

見・ 早期治療を行う こ と が重要です。

　 牛は本能的に痛みを隠す動物と いわれており 、

軽い痛みは隠し ている 可能性が高いです。 実際に

削蹄を行う と 蹄病に罹患し ており 、 跛行を示す場

合も あり ま す。 明ら かに痛がっている 場合は、 相

当な痛みがある と 想像でき ま す。

　 さ ら に、 直近の酪農情勢によ り 、 削蹄回数を減

ら し たり 、 跛行し ている 牛だけを治療し たり と 蹄

が伸びている 牛が散見さ れま す。 跛行の発見には

フ リ ーバーン・ フ リ ース ト ールでは歩様の観察が

基本になり ま す。 ミ ルキングパーラ ーへの移動時

や牛舎内での歩き 方を観察する こ と が重要です。

跛行を評価する ツ ールと し て、 右の写真で示し て

いる ロ コ モーショ ンス コ アを利用し 、 ５ 段階で評

価し ま す。 繋ぎ飼いの場合は歩かないため、 起立

時の姿勢で判断する 必要があり ま す。 肢・ 蹄が痛

い牛は痛く ない方に体重をかけたり 、 頻繁に蹄を

踏み変えたり し ま す。 跛行し ている 牛を発見し た

際は、 獣医師又は削蹄師に診ても ら いま し ょ う 。

　 定期削蹄は年に２ 回以上行う こ と が推奨さ れて

いま す。 更に、 年３ 回削蹄を行う こ と が出来れば

蹄病によ る 損失はかなり 低く なる と 思いま す。 時

期は例えば、 年２ 回削蹄なら 秋口（ ９ 月下旬）、

春先（ ３ 月中） 等。 年３ 回　 削蹄なら 秋口（ ９ 月

下旬）、 冬（ １ 月下旬）、　 夏前（ ５ 月中） 等。 秋

口に削蹄を行う こ と で蹄病の早期発見・ 早期治療

に繋がり ま す。 併せて、 定期削蹄以外でも 跛行の

牛を発見し たら 、 獣医師及び削蹄師に診ても ら う

よ う にし て下さ い。

　

　 秋口の跛行が多く なる 要因について書き ま し た

が、 跛行をさ せないよ う に予防する こ と が大切で

す。 暑熱対策や牛床管理、 粗濃比のバラ ンス 等の

対策を行う 事で、 蹄病や跛行の発生を減少さ せる

こ と ができ ま す。

　 牛の歩様の観察や定期的な削蹄によ る 蹄病の早

期発見・ 早期治療を行う よ う にし て下さ い。
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令和５ 年度ら く のう マザーズ執行役員と の

意見交換会が開催さ れる

　 ９ 月13日（ 水） に熊本県酪農

青壮年部協議会およ び熊本県

酪農女性部協議会と ら く のう マ

ザーズ執行役員と の意見交換会

が開催さ れまし た。

　 当日は、 熊本県酪農青壮年部

協議会の中村委員長の挨拶に続

き、 ら く のう マザーズの隈部会

長の挨拶後、 意見交換会が始ま

り まし た。

　 事前にいただいた意見・ 質問

に対し て隈部会長・ 大川専務・

小池常務から 回答と 説明があり

まし た。 ８ 月の飲用向け乳価値

上げに対する 意見や県酪農ヘルパー利用組合の状

況、 マザーズ商品に対し ての意見と いった生産か

ら 販売ま で広い分野に関する 意見・ 質問が多く あ

り まし た。

　 ま た、 県役員から の追加質問がある など、 活発

に意見交換を行われまし た。

　 中でも 、「 ８ 月に飲用向け乳価が、 上がったがさ

ら なる 乳価交渉をし てほし い」 と いった意見があ

り 、 乳価交渉の説明と し て、 売価上昇によ り 、 一

般消費者の買い控えによ る 需要減少が考えら れる

こ と 、 そのため理解醸成活動が重要と なる こ と 、

その上で、 引き 続き 乳価交渉をし ていく 旨の説明

があり まし た。

　 ま た、 本会の乳業部門についても 商品以外に

も 、 広告や海外と の取引について多く のご 意見を

いただき まし た。 乳業本部では、 広告、 海外進出

に力を入れており 、 今後も 継続し ていきたいと いっ

た意見交換がなさ れまし た。

　 新型コ ロ ナウ イ ルス が落ち着い

たが酪農情勢は厳し い状況が続い

ており ま す。 隈部会長は「 酪農家

の持続的経営のためにら く のう マ

ザーズと し ても 引き 続き 様々な対

策や支援を実施し ていく 。」 と いっ

た言葉をいただき 意見交換会は終

了し まし た。 今後も 酪農家の意見

を直接ら く のう マザーズ執行役員

へ伝える 場を設け、 酪農業界の活

性化に繋げて参り ます。
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令和５ 年度　 第１ 回

熊本県ホルスタ イ ン種推奨種雄牛を選定!

　 令和５ 年９ 月15日（ 金） に本会３ 階大会議室

で、 令和５ 年第１ 回熊本県ホルス タ イ ン種推奨種

雄牛選定会議を開催し ま し た。 会議には、 熊本県

乳牛改良同志会、 熊本県乳用牛群検定組合、 熊本

県酪農青壮年部協議会の各代表者に選定委員と し

て務めて頂き ま し た。

　 選定会議では、 ８ 月に公表さ れた国内種雄牛評

価値（ Ｎ Ｔ Ｐ ） と ア メ リ カ 種雄牛評価値（ Ｔ Ｐ

Ｉ ）、 カナダ種雄牛評価値（ Ｌ Ｐ Ｉ ） ド イ ツ 種雄

牛評価値（ Ｒ Ｚ Ｇ ） を参考に、 各授精所から ご推

薦頂いた種雄牛の中から 協議の上、 推奨種雄牛を

決定し ま し た。

　 選定基準については、 原則と し てNTP換算で

40位以内であ り 、 産乳成分、 耐久成分（ 乳器・

肢） 改良に顕著な特徴がある 種雄牛で可能な限り

判別精液を有する 種雄牛の選定と なり ま し た。

　 今回選定さ れた推奨種雄牛は、 下記の通り 国産

牛５ 頭、 輸入牛４ 頭の合計９ 頭と なり ま し た。 そ

れぞれの特徴については、 次号の裏表紙に掲載を

予定し ており ま す。 詳し く は、 弊会精液担当者ま

でお問い合わせ下さ い。

　 尚、 近親交配を避ける 為、 登録証を確認し て授

精をお願いし ま す。  

生産本部　 指導部　 経営支援課　

国産牛

順位 N TP 略　 号 名　 　 　 号
血　 　 　 統 価　 格　 帯

父 母の父 通常 雌価格

N TP

第２ 位
2 ,6 1 8 JP5H58 09 6 Kホツト ロード  パリ スET アルタ ホツト ロツ ド フ エイ スブツク 2 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0円台

N TP

第３ 位
2 ,5 8 9 JP5H58 90 3 W HGジムナステイ ク ミ ルン ET ジムナスト ジエダイ 3 ,0 00 円台 8 ,0 0 0円台

N TP

第19 位
2 ,2 4 2 JP3H58 92 1 ヘイ チヤン ルータ ー O SE ポリ ー ET ルータ ー オールタ イ ム 2 ,0 00 円台 6 ,0 0 0円台

N TP

第21 位
2 ,1 9 5 JP4H58 80 0 グリ ーン スタ ー バンビーナ ET ジヨ スーパー ク ラ ンチ 1 ,0 00 円台 ー

N TP

第23 位
2 ,1 7 7 JP3H58 993 JC サルサ コ ーラ ル RED  ET サルバト ールRC デルタ（ モーグル） 1 ,0 0 0 円台 6 ,0 0 0円台

輸入牛

順位
N TP

換算
略　 号 名　 　 　 号

血　 　 　 統 価　 格　 帯

父 母の父 通常 雌価格

TPI

第１ 位
3 ,2 2 2 5 51H41 19 ジエノ ソ ース キヤプテン  ET チヤール セイ バー ― 1 0 ,0 0 0 円台

TPI

第２ 位
3 ,6 1 4 7 H1 44 54

ミ スタ ー T-スプルース 

フ ラ ツズ ラ イ オネル ET
フ ラ ズルド モント ロス 5 ,0 00 円台 1 0 ,0 0 0 円台

TPI

第36 位
2 ,5 9 0 1 1H15 088 ピーク  アルタ オラ フ  ET リ ゾルブ デルコ 3 ,0 00 円台 6 ,0 0 0円台

LPI

第１ 位
3 ,4 2 9 2 5 0 H1 4 1 3 4 S-S-I PR レネゲード  ET オーク ミ リ ント ン 4 ,0 00 円台 8 ,0 0 0円台

− 4 −



優勝： 球磨酪農B（ 球磨酪農協）

第4 4 回熊本県酪農親善スポーツ大会開催!! !

　 第44回熊本県酪農親善ス ポーツ 大会が９ 月21日

（ 木） に開催さ れま し た。 グラ ウ ン ド ゴ ルフ は31

チーム、 145名の参加申込があっ たも のの、 当日

の雨天によ り やむなく 中止と なり ま し た。 一方、

ゴルフ については、 悪天候の中15チーム、 48名に

ご参加いただき 大いに盛り 上がり ま し た。

ゴルフ の部（ 会場： く まも と 中央カント リ ーク ラ ブ）

結　 　 　 果

（ 団　 体）

各　 賞 チーム名（ 組合名） 成　 績

優　 勝 球磨酪農Ｂ （ 球磨酪農協） 2 2 1 .6

準優勝 熊本酪農Ａ （ 熊本酪農協） 2 3 0 .0

３ 　 位 熊本酪農Ｃ （ 熊本酪農協） 2 3 0 .4

Ｂ Ｂ 賞 鹿本酪農協（ 鹿本酪農協） 2 5 4 .0

（ 個　 人）

各　 賞 氏　 　 名（ 組合名） 成　 績

優　 勝 上原　 功也（ 球磨酪農協） 7 0 .8 （ Ｈ Ｄ 込）

準優勝 財満修一郎（ 全酪連） 7 0 .8 （ Ｈ Ｄ 込）

３ 　 位 松野　 佑哉（ 熊本酪農協） 7 2 .6 （ Ｈ Ｄ 込）

５ 　 位 村上　 久幸（ JA菊池・ 泗水） 7 3 .0 （ Ｈ Ｄ 込）

1 0 　 位 稲田　 健人（ 熊本酪農協） 7 5 .2 （ Ｈ Ｄ 込）

1 5 　 位 中村　 俊介（ 球磨酪農協） 7 6 .6 （ Ｈ Ｄ 込）

2 0 　 位 佐藤　 翔悟（ 熊本酪農協） 7 8 .4 （ Ｈ Ｄ 込）

2 5 　 位 小山　 博文（ JA菊池・ 大津） 8 0 .0 （ Ｈ Ｄ 込）

Ｂ Ｂ 賞 加藤　 佑治（ JA菊池・ 七城） 8 9 .0 （ Ｈ Ｄ 込）

ベスト グロス賞 稲田　 健人（ 熊本酪農協） 8 6 （ Ｈ Ｄ なし ）

ド ラ コ ン賞

（ 順不同）

松野　 佑哉（ 熊本酪農協）

植島　 潤一（ JA菊池・ 泗水）

隈部　 信孝（ 鹿本酪農協）

田口英一郎（ 球磨酪農協）

ニアピン賞

（ 順不同）

桐原　 睦実（ ら く のう マザーズ）

松野　 克紀（ 熊本酪農協）

鈴木有希津（ 全酪連）

大川　 清治（ ら く のう マザーズ）

隈部 会長

小池 常務

大川 専務

全酪連  鈴木 支所長
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今のプ レ ーは良かっ た ‼ あ ざ っ す。

個人優勝

上原 氏

個人第２ 位

全酪連 財満 氏

個人第３ 位

松野 氏

ベスト グロス賞

稲田 氏

ナ イ ス ア プ ロ ーチ ！

い ざ ！勝負‼
な んで ～⁉

全集中‼

こ こ は方向よ り も 距離感！

あ っ ！惜し い ！
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後藤みどり  氏

～合志小学校「 カ ウク ラ ブ」 の活動について～

　 令和５ 年９ 月14日に合志小学校で開催さ れた理

解醸成活動に参加し ま し た。 合志小学校では４ ～

６ 年生で構成さ れる 「 カウ ク ラ ブ」 と いう 酪農に

関する 知識・ 経験を育むク ラ ブ活動があり 、 生徒

の方々も 元気に、 興味を も っ て参加さ れていま

し た。 講師と し て後藤みど り 氏（ JA菊池合志中

央支所） が招かれ、 今回は本会の大阿蘇牛乳を使

用し てのアイ ス 作り 体験が行われま し た。 出来栄

えは上々で、 子供たちの美味し そう な笑顔を見る

こ と が出来ま し た。 そのあと 、 ク イ ズ形式で牛乳

ができ る ま での話や牛乳争奪じ ゃんけん大会も あ

り 、 最後ま で大盛り 上がり と なり ま し た。 合志小

学校では以前から こ のよ う な取り 組みを実施さ れ

ており 、 こ のよ う な活動から も 熊本の酪農は支え

ら れている のだと 実感し たと こ ろです。 今後も お

いし い牛乳を子供たちに届けら れる よ う に、 ら く

のう マザーズも 一緒になって頑張って参り ま す。
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　 乾乳移行期牛群は、 哺育・ 育成牛同様に、 乳生

産によ る 収入を得ずに一方的に管理支出が増える

牛群です。 し かし 、 乾乳移行期牛の管理は、 次

乳期の生産性（ 泌乳量、 飼料効率、 繁殖成績な

ど） を向上さ せる ために必要な、 投資時期と なり

ま す。 本コ ラ ム では、 分娩後の低カ ルシ ウ ム 血

症の対策と し て知ら れている 、 乾乳移行期牛の

DCA D管理を主にお話をし たいと 思いま す。

① 乾乳移行期の問題（ 低カ ルシウム血症）

　 乾乳移行期は分娩前後の３ 週間で定義さ れてい

ま す。 こ の時期は胎児の成長が急激に加速し 、 ま

た、 分娩後は母牛の生理的機能が泌乳牛と し て正

常に回復する 時期です。 し かし 、 こ の時期は周産

期疾病が多発し やすく 、 死廃率が急激に上がる 時

期にも あたり 、 １ 乳期の中でも 分娩後30日以内の

死廃率が最も 高いと の報告がなさ れていま す。

　 分娩性低カルシウ ム血症（ 低カル） は分娩当日

の牛におこ り やすく 、 移行期牛の代謝障害の一つ

と し て広く 知ら れていま す。 低カルシウ ム血症の

中でも 、 臨床的な症状を示すも のは臨床性低カル

シウ ム血症（ 乳熱・ 起立不能・ 腰抜け） と 定義さ

れ、 臨床的な症状を示さ ない場合は潜在性低カル

シウ ム血症と 定義さ れま す。 カルシウ ムは生体の

様々な生理作用に寄与し ており 、 低カルに陥る こ

と によ っ て起立困難だけに留ま ら ず分娩後の第

四胃変位、 乳房炎、 後産停滞、 子宮内膜炎、 脂

肪肝・ ケト ーシス などの周産期疾病を引き 起こ す

（ →ひいては乳量の伸び悩みや繁殖成績の悪化）

要因の一つになり ま す。 では、 分娩後の低カルシ

ウ ム血症を起こ さ ない為にど のよ う な対策が取れ

る のでし ょ う か？

② 乾乳後期のD CAD 調整について

　 牛は元来カ ルシウ ム 不足になる 事はあ り ま せ

ん。 カルシウ ムは骨や骨格

筋に多く 含ま れており 、 血

中のカルシウ ムの恒常性を

保つた めに常に体内で 放

出・ 吸収を繰り 返し ていま す。 正常時の血中のカ

ルシウ ム 量は血液100m L（ １ dL） 中10m gです。

し かし 、 分娩直後に泌乳によ って体外へのカルシ

ウ ム 放出が増える と 同時に骨から のカ ルシウ ム

の補充が追い付かな い場合、 こ の10m g/dLを 下

回ってし ま い、 臨床性（ ５ m g以下）・ 潜在性（ ８

m g以下） の低カルシウ ム 血症に陥っ てし ま いま

す。 米国の大学では、 経産牛の内約50％は分娩後

に潜在性低カルシウ ム血症を経験し ている と の報

告も あり ま す。 起立不能などの症状を見せる のは

牛群の中でも 一部で、 ま さ に氷山の一角です。 し

たがって乾乳移行期から の対策が重要と なり ま す。

　 分娩性低カルシウ ム血症の対策と し て、 乾乳後

期牛の飼料中DCA D調整があ り ま す。 DCADと

はDietary Cation Anion Dif ferenceの略で、 飼料

中の陽イ オン（ Cation） と 陰イ オン（ Anion） の

電位差（ バラ ンス ） を示し ていま す。 DCA Dは、

飼料中の陽イ オン（ ナト リ ウ ム、 カリ ウ ム） を減

ら し 、 陰イ オン（ 塩素、 硫黄） の摂取量を増やし

て調整し ま す。 飼料から の陰イ オン摂取量を増や

し 、 牛の血液を若干の代謝性アシド ーシス にする

（ 血液を 酸性に傾かせる ） 事によ り 、 分娩後のカ

ルシウ ム需要が高ま ったと き の迅速な生体反応が

期待でき ま す。

③ 粗飼料の選択

　 牛の主食は粗飼料である ため、 乾乳移行期牛へ

給与する 粗飼料のミ ネラ ルバラ ンス は大変重要に

なり ま す。 自給粗飼料は育成時に堆肥を多量に使

用する 為、 粗飼料中の陽イ オン（ 特にカリ ウ ム）

がと ても 高い傾向にあり ま す。 一方で輸入乾牧草

全酪連　 購買生産指導部

嶋田 健介 氏
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　  「 乾乳移行期のDCAD管理」
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のク レ イ ングラ ス やバミ ュ ーダグラ ス は、 地中の

塩素や硫黄の吸収が良く 、 DCA D値の低い（ 陰イ

オンの割合が高い） 粗飼料と なり ま す。 お手元に

自給粗飼料し かない場合、 乾乳移行期牛の粗飼料

のみ輸入乾牧草に頼ったり 、 乾乳移行期用の粗飼

料と し て圃場に施肥をせずに管理をし たり し て刈

取り を行う 方法も あり ま す。 乾乳移行期牛の飼料

設計をする 際も 、 泌乳牛の飼料設計と 同様に、 飼

料分析は重要です。 分析結果がお手元に届いた際

は、 CPやNDF割合だけではなく 、 ミ ネラ ル割合

の数値も 注意し て確認する よ う にし て下さ い。

④ 乾乳製品の選択

　 粗飼料のミ ネラ ルバラ ンス を調整する だけで目

標と する DCA Dの数値に到達する のは容易では

あり ま せん。 こ の場合、 乾乳牛専用の配合飼料や

添加物を使用する 事も 検討し て下さ い。 全酪連で

は、 DCA D調整に役立つ“ ド ラ イ ア ン ド フ レ ッ

シュ  SE ” と いう 乾乳牛専用配合飼料、 ま たは

“ ソ イ ク ロ ール” と いう 乾乳飼料への添加物も 取

り 扱っていま す。 その他必要な栄養素を充足さ せ

ながら 効率的にDCA D値を 調整し 、 乾乳移行期

牛への飼料設計がし 易く なり ま す。

⑤ 最後に

　 乾乳・ 乾乳移行期は次期乳期に備えて準備する

重要な時期です。 生産性が無く 出費に着目さ れが

ちですが、 分娩後に乳量を伸ばす為の先行投資時

期にあ た り ま す。 飼料中のDCAD調整も その中

のひと つになり ま す。 分娩後の周産期疾病を減ら

すために、 注意をし て管理をし て下さ い。 ま た、

乾乳移行期飼料の飼料設計や粗飼料の飼料分析に

関し ては、 お近く の全酪連職員へお問い合わせ頂

けたら と 思いま す。

【  プロフ ィ ール 】
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低カ ルシウム血症（ 臨床性／潜在性）

平滑筋機能の低下

ルーメ ン・ 消化管の運動性低下 子宮の運動性低下

子宮回復遅延

負のエネルギーバラ ンス体脂肪動員増加

産乳量低下

ケート ーシス増加
繁殖成績の悪化

飼料摂取量低下第四胃変位増加
後産停滞増加

（ Howard  and  Smith .  1999から 抜粋・ 改編）
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